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今年度、夏休み前までに実施された学校訪問では、対話を重ねながら主体的に学ぶ子供たちの姿

がたくさん見られました。訪問の振り返りアンケートの集計から、学年や教科の壁を越えた事前・

事後検討会を通して、協働による授業づくりのよさを実感された先生方が多かったようです。 

さて、管内の児童生徒数の減少により、複式授業を実施されている学校が増えてきています。間

接指導のある複式学級という形を生かして、児童の自主的、協働的な学びを促そうと小学校１，２

年生の算数科の授業に取り組まれた事例を紹介いたします。単元名は１年生「１０より大きいかず」

２年生「さんかくやしかくの形をしらべよう」です。 

 
（１）何度も話合いを重ねて完成した指導案 
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    指導班だより 

複式授業が育む「自立」と「協働的な学び」 

この学校では、C 訪問であることを踏まえ、指導案作成に

入る前に、「複式授業の授業力を高める」という共通テーマ

を基に単元の組み合わせや進度調整などを話し合いました。

その後、指導過程を中心に検討を重ねるなどし、１回目の学

校訪問時には、全職員で課題や評価について議論しました。 

その後、児童の実態を踏まえた「より主体性が高まる課題

の設定」「間接指導が充実するような工夫」など、さらに細

かい点についても検討を重ねました。 

このように、何度も話合いを重ねた結果、実際の授業進度

に合わせた指導と評価の計画や、直接、間接指導が一目で分

かる指導過程など、実践的な指導案を作成することができま

した。ぜひ、参考にしていただければと思います。 

 

指導と評価の計画について、複式授業として

実際に行う組み合わせで作成されている。 

指導案集を開いた際に、見開きで２学年分の指導過程が確認できるよう工夫されている。 



（２）実際の授業～複式授業で特に留意したいこと～ 
 実際の授業の中で、児童にどのような学びの姿が見られたのか、また、複式授業の指導における

留意点、工夫点を表にまとめました。複式授業を実施されている学校でなくても大切な点となりま

すので、授業づくりの視点の一つとして御覧ください。 

１年生（１名）学びの姿 ２年生（８名）学びの姿 留意点・工夫点 

・間違えても、粘り強く繰り返

し「いくつと いくつ」の問

題に取り組んでいた。 

・「２年生に伝える」というめあ

てから、「やりたい」と意欲が

高まっていた。 

・何度も繰り返し問題づくりと

解説の練習に取り組んでい

た。 

・２年生に問題を出し、正誤だ

けでなく、なぜそうなるのか

を説明しようとしていた。 

・先生が意図的に誤答を示した

ことで、説明の仕方を考えよ

うとしていた。 

 

・単元の学習計画を確認し、見通

しを持つ。「できそう」と意欲が

高まったつぶやきが見られた。 

・図形をかく際に、どこからかき

始めるか、どのようにかくとき

れいにかけるのか試行錯誤して

いた。 

・「分かりにくいから、点を先にか

いた」等、根拠（理由）を示しな

がら自分の考えを発表してい

た。 

・何度もかくうちに、直角三角形

を正確にかけるようになってい

た。 

・１年生の解説を聞き、数の構成

を振り返っていた。 

★間接指導に入る前の２年生には丁寧に

見通しを持たせていた。また、１，２年

生ともに意欲を引き出すような課題を

設定し、間接指導の時間にも自主的な

学びにつながるようにしていた。 

★１年生は知識・技能の定着を図るため

に繰り返し練習の時間を、２年生は思

考させる時間を確保していた。直接・間

接指導の時間にも軽重をつけていた。 

★直接指導時に、１年生は先生に説明を

させ、２年生は図がかけているか１人

１人のシートを確認して、学びの状況

を見取っていた。 

★子供の学びが深まるような発問や、（な

ぜ方眼紙で正方形や直角三角形がかけ

るのか）問い返し（１年生への意図的な

誤答）を行った。 

★１，２年合同による振り返りの時間を

設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）事後検討会～子供の学びの姿を追う～ 
 授業終了後、全職員で検討会を実施しました。 

「〇〇さんは、概念形成が途中まで進んでいる。そこでさら 

に問い返すことで、概念がしっかり形成されていく。」「めあ 

てを確認したときに目が輝いた。」「〇〇さんの発言を全体で 

取り上げると学びがより深まった。」等、子供たちの具体的な 

姿を挙げながら、よかった点を述べたり、別の視点からの提 

案をしたりするなど、先生方の姿が、まさに「協働的な学び」 

となっていました。夏休み以降も、学校全体で協働的に実践 

を積み重ねてほしいと思います。 

まとめ 

複式授業では、間接指導の

際のガイド役となる児童を

育てたり、多学年の子供の

意見を取り入れたりするな

ど、子供が自立的に学びを

進める環境を整えることが

大切だと言えます。 

指導案の中に

は、意図的な

「場の設定」

も計画されて

います。 


